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J E R S - 1の干渉S A Rを使用して離島での精密な地殻変動検出をするためには，基線の決定方法を吟味する必要があ
る。とくに，島のスケールと同程度の空間スケールの地殻変動検出には，島以外の陸地を同時に解析することが
必要である。この解析により，伊豆大島では，島全体の膨張とカルデラの沈降が長期にわたって継続しているこ
とがわかった。

J E R S - 1（ふよう１号）の干渉S A Rを用いた地殻変動検出を様々な場所で行なっており，数c m程度の地殻変動
の面的検出が可能であることがわかっている。しかし，大きな誤差要因として，大気中の水蒸気分布の不均一と
衛星軌道間の位置関係（基線）の不正確さが常に存在する。

干渉S A Rでは，２回の観測の差から地殻変動を求めるが，この２回の衛星の位置が異なることから，地殻変
動測定値に誤差をもたらす。しかし，２回の衛星の相対的な位置関係である基線が正確に求められれば，簡単な
幾何学計算によってこの誤差を除去することができる。

我々の手法では，１画像中（数10km四方）の中で，地殻変動がないか十分小さいと予想される地域について，
幾何学的関係より最小二乗法を用いて基線を決定している。この精度を高めるためには，できる限り，広範囲の
画像を一度に処理し，基線決定に使用する地域を広げることが必要である。

離島は干渉させるだけなら面積も小さく簡単で時間もかからない。しかし，島のスケールと同程度の空間ス
ケールの変動の島全体の傾動，島の膨張，収縮などを求めるためには，島内だけのデータからは正確な基線決定
はできない。このため，伊豆大島，三宅島の地殻変動を求めるためには大きいS A R画像を使い，場合によっては
２シーン以上を連結して伊豆半島などの陸地側のデータも同時に解析し，基線を決定しなければならない。

現在までに，1 9 9 2年～1 9 9 8年の伊豆大島についていくつかの干渉画像を作成したところ，伊豆半島を含めた
基線値決定を行えば，1cm程度の精度で地殻変動を求めることができることがわかった。

この解析結果より，伊豆大島では1 9 9 2年以降，（１）島のやや東部の地下でのマグマ溜まりの膨張により島全
体の膨張が継続的に進行していること，（２）カルデラや割れ目噴火の火口では沈降していること，などが明瞭に
読みとれた。


